　平成21年度 第３回理事会議事録　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本OP第5－09－03号
日時　　　平成21年2月21日　(土)　10:00～17:00

会場　　　全果連ビル　　フォーシーズ本社会議室

参加者　　占部副会長、濱本理事長、奥村理事、丸田理事、丹羽理事、矢野理事、荒川理事、河内理事、榊原理事、牟田口理事、長堀理事、濵田理事　

議事録　　荒川　　　　確認者　丹羽理事(東日本)　牟田口理事(西日本)　
１．議事に先立ち、濱本理事長より、「今日の主な審議は協会の収支・予算についてですが、最近の収入関係は非常に厳しいものがあるので、各委員会においては積極的に経費節減の努力をお願いしたい。」との挨拶があった。
２．事業計画・予算について（報告事項）
　　①　強化普及育成、海外派遣委員会

· ワールド選手権を主として優先し、アジア、ヨーロッパ選手権を従来通り補助したい。

また、昨年のワールドの好成績から今年は北米選手権の参加も可能になったし、アセアンもこれからは援助していきたい。との報告があったが、審議の末、北米については援助費を出し、アセアンについてはこれまで通り見合わせるとした。
	日　程
	派遣大会名
	開催国

	8月 4～15日
	ＩＯＤＡ　世界選手権大会
	ブラジル

	12月12～20日
	ＩＯＤＡ　アジア選手権大会
	マレーシア

	7月 7～12日
	ＩＯＤＡ　ヨーロッパ選手権大会
	スロベニア

	6月30～7月4日
	ＩＯＤＡ　北米選手権大会
	ドミニカ


○　毎年海外に派遣しているＮＴチームの経験をもっと国内の選手、指導者、保護者にフィードバックをするために、本年度の海外レースに参加する各ＮＴチームより、大会レポートの提出を義務化する。大会終了後、選手、役員、サポーターからのレポートを提出してもらい、理事会で承認した後に、ＪＯＤＡホームページで公開するものとする。
· ＪＯＤＡノベルティー（ステッカー、バッヂ等）制作、及び国旗、国歌ＣＤが遠征には有効なので予算として要求されたが、経費節減で、ノベルティーについては見合わせ、国旗国歌は過去にチームとして制作したものをＪＯＤＡの備品として利用するとした。
· 各クラブ及びＯＰ指導の経験の浅いクラブのために、ベーシックな艤装セッティングを解説した記事を協会ＨＰに掲載を予定する。

· 「プールでヨット」教室、出前コーチは継続事業とする。

2 広報広聴国際大会準備委員会、及び総務財務・渉外委員会
· 収支好転のためにスポンサーの新規開拓が重要であるが、ある企業に協力の呼びかけを勘案している。その他の好ましい企業にも訪問依頼を図りたい。
· イヤーブックについては11月の全日本に始まり東西日本までを編集して次の全日本には配布できるよう、各地大会、海外派遣等から2009年度の原稿を集めたい。
· 2004年に葉山でアジア選手権を開催してから数年経つが、ＩＯＤＡ加盟のアジア諸国の中で再び日本に開催が巡って来る事を意識して、国際大会準備委員会を立ち上げる。

3 ルール計測委員会
· 複数の国際レースにメジャラーを派遣し計測研修及び情報交換を図りたい。
· うち一つはワールド又は北米選手権、他に7月～8月に開催予定の唐津レーザーワールドに（他のクラスではあるが勉強のため）、また、12月のマレーシアにもアジア計測事情の交流のため参加を計画している。

· 全国に普遍的な大会計測体制を維持するため、唐津の牟田口理事が九州を担当し、西日本大会の海上計測をコントロールして行きたい。

· 今年はＥＲＳの改正年なので公式計測員の資格更新及び改正点の解説のため、計測講習会を実施したい。

· 2009年クラスルールを翻訳・解説する。

4 レース委員会

　○　本年で未開催の協会公式レースは以下の通り（ただし全日本は2010年事業）
	日　程
	大会名
	開催場所

	3月20～23日
	ＪＯＤＡナショナルチーム最終選考会
	江ノ島

	7月24～26日
	第25回全日本チームレース
	広島

	調整中

	第17回全日本オープン選手権大会
	関東水域

	８月
	第27回東日本選手権大会
	逗子

	８月
	第32回西日本選手権大会
	唐津

	１１月
	第41回日本オプティミストセーリング

選手権大会（全日本）
	江ノ島


· 全日本出場枠が含まれる各地大会の認定審議を行った。今年は江ノ島ヨットクラブJr.の資格停止は最後年となり、同クラブからの申請がないために、その分を各大会には若干の人数増に割り振り、バランスを保った。
· 全日本オープンは関東水域開催予定だが詳細は未定である。開催日については全日本出場枠の確定のために東西選手権前に実施する事がJODA方針として再確認された。

○　しかし和歌山から５名申請されたU-12ｾｰﾘﾝｸﾞﾁｬﾝﾋﾟｵﾝｼｯﾌﾟは開催日が8月29-30日なので、東西選手権後となり、JODA方針から外れるため認められなかった。
　○　全日本チームレースは海外からも参加が見込まれ、盛り上がりが期待される。

　○　全日本選手権の改革案についてのアンケート回収データを下地として、協会公式レースの開催時期・方式・参加人数などを見直す検討を行った。種々の代案が出たが、各フィールドに持ち帰り、引き続き検討する事になった。

◆　以上、各委員会から事業計画と予算が説明されたが、単年度では赤字を計上した昨年度決算に鑑み、内容を満たす範囲の経費削減チェックで総括し、実行予算が組まれた。

３．ＮＴ合宿について
○　ナショナルチームの強化合宿は過去２年蒲郡・海陽ハーバーで行った実績が評価できるし、利用データも揃っているので今年も同地で同時期（5月連休）に実施したい。

○　参加者規模は北米チームが増えたので選手が約20名、監督・コーチ・役員・支援者で

　　　総勢60名ほどを予想している。

· コーチについてはワールドチームを引き続き後藤コーチに依頼し、その他のチームは選考会が終了し、メンバーが確定した時点で選任したい。

４．最終選考会について

　　　○　榊原理事から、有資格者に３選手の辞退、次点者の繰り上がりで４３名の申込は完了し、開催準備は順調に経緯している。との報告があった。
　○　計測委員会から新クラスルールでｱｳﾄﾎｰﾙﾛｰﾌﾟが1.2ｍ以内と規制されたので、選考会の大会計測でのチェック項目に採用したいとの意見があった。

　　　

５．スポーツ拠点づくり推進事業について

　　○　濱本理事長より、綿密な資料を添えて「OPクラスの全国大会の10年間継続開催（理事会においては最終選考会がふさわしいと判断）をJOＤＡ（スポーツ団体）が別府市（市町村）と協議し、「財団法人地域活性化センター」に申請書を提出して、得られる助成金をもってＯＰ活性化を推進したい。」との事業の説明があった。
　　○　昨年の総会で公表した時の、10年間は長すぎるとの反応に対して、「10年間と言っても、実際に参加する選手は1回～３回なので、各選手個人にはそれほどの負担ではない。」また、風が吹かないとの反応に対しては、「３月は１年の中でも最もいい風があり、不安は少ない。」との補足説明があった。
　　○　荒川理事より、「候補地は別府だけに限らず、全国に求めても良いのではないか、蒲郡・海陽でも、蒲郡市が市民向けヨット施設を建設予定で、箱ものに対して内容物（詰め物）を必要としているので、蒲郡市にあたる価値はある。」との意見があった。

○　ＪＯＤＡとして、方向的には実現を目指す事としてさらに検討を進め、次回５月の理事会で集約して会員に発表したい。さらに会員の意見を聞き、必要とあれば次回総会にて会員の総意にて決定する事になった。

６．計測シールについて
　　○　計測証明書が証明する装備品でのシリアル№の不明問題を救済するため、ＪＯＤＡが再計測をせずとも、新しい№のシールを貼り、計測証明書にその№を書き直す処置（無料）を講じてはどうかとの提案があった。
　　○　それに対し計測委員会から、「ルールでは計測合格状態を維持するのはオーナーの責任（CR2.5.5）であり、経年変化でルール適応の状態が不明な装備品を再計測（有料）せずに書き直すことは、たとえ№だけであってもできない。」との回答があった。
　　　　注：過去の事例で再計測時に浮力時間不足（30分以上浮いていないマスト）があった。

７．唐津合宿について報告

　　○　牟田口理事より唐津で正月に開催された合宿はつつがなく終了したと報告された。

８．その他

　　○　占部副会長から「JOC認定専任コーチングデレクター公募」についての説明があった。
次回の理事会は平成21年5月17日（土）の予定。

以上
